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 松戸市民が中心となって立ち上げた国際アート＆サイエンスフェスティバル 

 『科学と芸術の丘 2023』メイン会場《戸定が丘歴史公園・戸定邸・松雲亭》 

 でのプログラムを発表！ 
 世界的なメディアアートの文化機関・アルスエレクトロニカとの共同キュレーションによる 

 参加アーティスト＆プログラムを公開 

 10/21（土）〜22日（日）に開催する「科学と芸術の丘」のメイン会場・戸定が丘歴史公園、戸定邸、松雲亭の 

 実施プログラムが決定！ 

 エキシビジョンでは、アルストロニカセレクションとして、S+T+ARTSPRIZEの大賞受賞作品、庭に着目した 

 ポリネーター（花粉媒介者）のためのアート作品「Pollinator Pathmaker」のほか、複雑な意思決定のプロセスが 

 自動化される中で良い／悪いを判断するシステムを問う「ERBSENZÄHLER Quality Sorter V1」、デジタル権威主 

 義の文脈の中で消されてしまう政治の問題と声の儚さを探求する「Unerasable Characters Series (2020-2023)」 

 に加え、一般市民が参加する科学研究を表彰する「European Union Prize for Citizen Science」など、注目の作品 

 と活動を紹介します。 

 そのほか、最新の科学、芸術、自然を体感する3つのワークショップやアーティストトークなども実施。今年の 

 テーマ「Seeds of Hope  ーここで、あそぶ時間ー」を軸に未来を試す、新しいお祭りを実践します。 

 科学と芸術の丘 2023 「Seeds of Hope 〜ここで、あそぶ時間〜」  （メイン会場：戸定が  丘歴史公園・戸定邸・松雲亭） 

 ●開催期間： < 本祭 > 2023年10月21日（土）〜10月22日（日） 
 ●会場：戸定が丘歴史公園・戸定邸・松雲亭（〒271-0092 松戸市松戸714番地の1） 
 ●料金：一般 1,000円、高校生・大学生 900円、松戸市市民割 500円  （在住/在勤/在学の方）  、  中学生以下 無料 
 　　　　　＊  ⼀般、⾼校⽣・⼤学⽣の  当日券は500円増し 

 ●プログラム：エキシビジョン、トーク、ワークショップ　他 
 ●出展アーティスト：Alexandra Daisy Ginsberg、Verena Friedrich、Winnie Soon、津野青嵐、齋藤帆奈 
 ●トーク登壇者：本郷谷健次、清水陽子、齋藤帆奈、Verena Friedrich、Winnie Soon、津野青嵐、Alexandra Daisy 
 Ginsberg、井之浦太郎、尾形一枝、殿塚建吾、関口智子  他 
 ●ワークショップ講師：名古屋市立大学 芸術工学研究科情報環境デザイン領域 小鷹研理、前橋工科大学工学部総合デザイ 
 ン工学科 准教授 田所 淳、千葉大学園芸学部応用昆虫学 野村昌史研究室 

 公式サイト　  https://science-art-matsudo.net/ 

 本件に関するお問い合わせ 
 科学と芸術の丘 事務局　担当：小仲 
 e-mail：pr@science-art-matsudo.net / 電話：047-712-1593（松戸市にぎわい創造課・ 文化スポーツ振興担当室内）*平日10:00〜17:00 
 ＊広報用画像はこちらよりダウンロードください ▷▶  
 https://drive.google.com/drive/folders/1LXGW9JKhtu__uDwBnEK19hKKXpPl4ZZc?usp=drive_link 
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 【メイン会場】戸定邸 プログラム 

 #エキシビジョン 
 世界的なメディアアートの文化機関、アルスエレクトロニカとともにキュレーションした、国内外のアーティス 

 トによる作品展示を行います。作品は戸定邸の各所にてご覧いただけます。 

 Pollinator Pathmaker  / Alexandra Daisy Ginsberg 

 Pollinator Pathmakerは、ポリネーター（花粉媒介者）のためのアート作品であり、実際に人間によって植物が植 

 えられ、手入れされる作品です。アーティストのアレクサンドラ・デイジー・ギンズバーグによって制作された 

 この作品は、私たちが庭をどのように捉え、誰のために作るのかという考えを変えることを目的としています。 

 ギンズバーグは、園芸家、花粉媒介者の専門家、AI科学者と協力し、多数の花粉媒介者をサポートするために共 

 感できる植栽デザインを生成する独自のアルゴリズム・ツールを考案しました。このPollinator Pathmakerのデジ 

 タル・レンダリングは、花粉媒介者が作品を体験するときの視点をシミュレートしながら、庭の計画を飛び回る 

 ように見ることができます。 

 Alexandra Daisy Ginsberg 
 アレクサンドラ・デイジー・ギンズバーグは、自然やテクノロジーと私たちの危うい関係を考察 

 する、学際的なアーティストである。人工知能、合成生物学、自然保護、進化など多様なテーマ 

 を通して、世界を「より良く」しようとする人間の衝動を探求している。彼女の作品はシカゴ美 

 術館、クーパー・ヒューイット国立デザイン美術館、カールスルーエ・アート・アンド・メディ 

 ア・センター（ZKM）などに収蔵されている。2022年、花粉媒介者のための生きたアート作品シ 

 リーズ「Pollinator Pathmaker」を立ち上げ、世界最大のクライメートポジティブなアート作品を 

 作りたいという長期的な願いのもと、実際に人間によって植物を植え、手入れしている。2023年 

 4月、トレド美術館で米国初の個展「Machine Auguries:Toledo」を開催。 
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 ERBSENZÄHLER Quality Sorter V1  / Verena Friedrich 

 「良いものはポットに、悪いものは作物に」ーこれはシンデレラの物語にある一説です。しかし、何が良くて何 

 が悪いかを実際に決めるのは誰なのでしょうか。そして、複雑な意思決定のプロセスがますます自動化され、 

 「インテリジェント」なシステムに委ねられるとどうなるのでしょうか。 

 ERBSENZÄHLER（エンドウ豆のカウンター）Quality Sorter V1は、エンドウ豆を個別に分析し、良品と不良品に 

 選別する機械です。 

 鑑賞者はワークステーションに座ることができ、供給装置とベルトコンベアを使って選別されたエンドウ豆を顕 

 微鏡で検査します。鑑賞者はエンドウ豆を品質によって判断し、ボタンを押して選択するよう求められます。 

 「悪い」と判定された豆は、不合格の箱に送られ、「良品」と判定された豆は、最終的に加工用の箱に入れられ 

 ます。ボタンを押すたびに、機械はそれぞれのエンドウ豆のクローズアップ写真を撮ります。画像はデータベー 

 スに追加され、将来の自動化に使用されます。 

 Credits: Arts Foundation of NRW, Künstlerdorf Schöppingen Foundation. 

 Verena Friedrich 
 ヴェレーナ・フリードリッヒ（デンマーク）は、アーティストであり、ケルン・メ 

 ディア・アート・アカデミー（KHM）の助教授でもある。彼女の時間ベースのイン 

 スタレーションは、有機的、電子的、彫刻的なメディアを融合させ、テクノロジー 

 の介入と制御の可能性と限界を探求している。彼女の作品は、世界中の展覧会、メ 

 ディア・アート・フェスティバル、カンファレンスで紹介されている。これまで 

 に、EMARE助成金、クンストフォンド基金からの作品制作費、カールスルーエ・ 

 アート・アンド・メディア・センター（ZKM）の科学と芸術のための国際メディア 

 賞など、いくつかの賞を受賞している。 
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 Unerasable Characters Series (2020-2023)  / Winnie Soon 

 Unerasableシリーズは、デジタル権威主義の文脈の中で消されてしまう政治の問題と声の儚さを探求していま 

 す。技術基盤やインフラを通して実施される検閲の果てしなさとその幅広い結果を技術的に検証し、文化的に反 

 映させることで、聞くことのできない声のスケールの大きさを提示します。 

 Winnie Soon 
 ウィニー・スーンは、香港生まれのアーティスト・コーダーであり、強大な権力の 

 非対称性に取り組むデジタル・インフラストラクチャーの文化的影響に関心を持つ 

 研究者。フリー＆オープンソース・カルチャー、その他のコーディング、芸術的／ 

 技術的マニュアル、デジタル検閲、マイナー・テクノロジーといったテーマに取り 

 組んでいる。作品は、美術館、ギャラリー、フェスティバル、分散型ネットワー 

 ク、論文、オルタナティブな文書形式などで発表されている。ウィニーは、 

 Software Studies Book Series（MIT Press）の共同編集者であり、研究プロジェクト 

 Digital Activismの共同研究代表者、British Digital Art Networkの共同研究リーダーで 

 もある。また、ロンドン芸術大学のCreative Computing Instituteコースのリーダー、オーフス大学の准教授（休職中）。 

 www.siusoon.net 
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 European Union Prize for Citizen Science 

 シチズン・サイエンスとは、オンラインプラットフォームやモバイルアプリケーション、あるいは現地にて、関 

 心のある一般市民が参加する科学研究のことです。科学者は通常では入手できないデータ（量）にアクセスする 

 ことができ、市民は複雑な状況や科学的手法に対する洞察を得ることができます。シチズン・サイエンスは、鑑 

 識眼を持ち、明白で革新的な相互作用をもたらすものであり、私たちの社会や生活環境の前向きな変化に貢献す 

 る大きな可能性を秘めています。この活力を促進するために、2023年、欧州委員会は高額の寄付を行う「 

 European Union Prize for Citizen Science」を新たに開始しました。欧州委員会は、シチズン・サイエンスの重要 

 性を強調するとともに、欧州における多元的で包括的かつ、持続可能な社会のさらなる発展を促進する社会的・ 

 政治的インパクトを持つ優れたプロジェクトを表彰、発表、支援したいと考えています。 

 科学と芸術の丘2023では、今年初開催となる「European Union Prize for Citizen Science」受賞プロジェクトを3 

 つご紹介します。 

 アルスエレクトロニカは、IMPETUSプロジェクトに関わるシチズン・サイエンス部門に、欧州委員会を代表し 

 て、European Union Prize for Citizen Scienceを授与します。IMPETUSは、EUの研究・イノベーションのための 

 プログラム WIDERA 2021-ERA-01より、無償資金協力契約No.101058677の助成を受けています。 

 European Union Prize for Citizen Science（英語）：  https://ars.electronica.art/citizenscience/en/ 
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 Non-Retina Kinematograph (2017 - )  / 齋藤帆奈 

 本作品には、iPad上で培養された粘菌 、粘菌の動きに合わせた超低速で動画が再生されているiPad、映像のプ 

 ロジェクションが含まれる。粘菌は、画像処理プログラムによって動画を「鑑賞」し、「編集」する。静止画に 

 見えるほど超低速の動画と粘菌は、人間にとって動画と感じられる速度に変換され投影される。 

 齋藤帆奈 
 現代美術作家。1988年生。多摩美術大学工芸学科ガラスコースを卒業後、 

 metaPhorest (biological/biomedia art platform)に参加し、バイオアート領域での活 

 動を開始。現在は東京大学大学院学際情報学府博士課程に在籍（筧康明研究室）。 

 理化学ガラスの制作技法によるガラス造形や、生物、有機物、画像解析等を用いて 

 作品を制作しつつ、研究も行っている。近年では複数種の野生の粘菌を採取、培養 

 し、研究と制作に用いている。主なテーマは、自然/社会、人間/非人間の区分を再 

 考すること、表現者と表現対象の不可分性。 
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 「ファット」な身体との付き合い方  / 津野青嵐 

 私は現在“「ファット」な身体との付き合い方―衣服の共同制作を手がかりにー”というテーマで、非言語的な当 

 事者研究の実践を通した研究活動を行っている。「ファット」な身体とは、医学的分類における肥満当事者の❝ 

 太っている❞という主観的な身体感覚に焦点を当てた呼び方である。当事者研究は本来“自分の言葉を作ることに 

 よって苦労を取り戻す”という自助的なアプローチであるが、私はそれを“自分の衣服を作ることによって身体を 

 取り戻す”というように捉え直し、自助的な衣服制作を通して身体との付き合い方を探求している。本展示で自 

 分自身の当事者研究や、現在進行中の祖母との衣服の共同制作のプロセスの一部を紹介したい。 

 津野青嵐 
 1990年生まれ。看護大学を卒業後、精神科病院で約5年間勤務。学生時代より自身や 

 他者への装飾を制作し発表。病院勤務と並行して山縣良和主宰のファッションス 

 クール「coconogacco」で学ぶ。2018年欧州最大のファッションコンペ『ITS』にて 

 日本人唯一のファイナリストに選出され、3Dペンで作った服が注目される。2019年 

 10月より、新たなファッション表現の可能性を探りに“当事者研究”発祥の地である 

 北海道“浦河べてるの家”（精神障害当事者等の地域活動拠点）へ勤務し、リサーチ 

 と制作を行う。2021年10月より東京工業大学修士課程入学。伊藤亜紗教授の研究室 

 で学びながら、「ファット」な身体との付き合い方を、衣服の共同制作を通して研 

 究中。 
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 #ワークショップ  　  ※詳細は公式サイトにてご確認ください。 

 最新の科学、芸術、自然を体感するワークショップを開催します。 

 場所：戸定が丘歴史公園、松雲亭 

 参加方法：要チケット、要事前予約 

 昆虫観察アウトドアワークショップ「科学と芸術の丘探検隊」 

 / 千葉大学大学院園芸学研究院 応用昆虫学 野村昌史研究室 
 日時：10/21（Sat）、10/22（Sun）❶10:30-12:00 / ❷13:30-15:00　　 

 会場：戸定歴史が丘公園 

 参加費：500円  ※「科学と芸術の丘」エキシビションのチケットが必要です。　　  定員：各回約20名 

 対象：小学生以上  ※小学生以下の方は、保護者さまと一緒にご参加ください 。 

 通路やお庭などを見て回り、戸定が丘歴史公園内の昆虫たちを探し出す探検隊、今年も結成します。忙しく活動 

 中の昆虫や冬越しの準備をしている虫たちを観察して、今の時期の昆虫たちの姿を浮かび上がらせます。季節を 

 惜しむように活動する種類や、冬を乗り切る準備に忙しい姿を探しだします。身近な場所で小さな自然を一緒に 

 観察しましょう！雨天決行です。 

 千葉大学大学院園芸学研究院 応用昆虫学 野村昌史研究室 
 園芸学部に設立以来、一貫して昆虫やダニ類の研究を行っています。害虫や天敵類 

 の生活史や行動、植物と昆虫、そして遺伝子を用いた害虫や天敵の分子系統解析、 

 昆虫と共生微生物の関係を明らかにする基礎研究、そして殺虫剤などの農薬だけに 

 頼るのではなく、天敵類や光などを用いた「環境に優しい害虫防除」を実践する応 

 用研究の2つの柱を軸に様々な研究を行っています。近年は基礎研究に偏っている昆 

 虫学の研究室が多い中、「現場重視」で害虫防除に携わる研究室としての地位を確 

 立しています。 
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 プログラミングで音楽を演奏しよう - ライブコーディング・ワークショップ 

 / 田所 淳 
 日時：10/21（Sat）12:30-13:30 

 会場：松雲亭 

 参加費：500円  ※「科学と芸術の丘」エキシビションのチケットが必要です。 

 定員：15名 

 対象：小学生以上  ※小学生低学年の方は、保護者さまと一緒にご参加ください。 

 「ライブコーディング」とは、コーディング（プログラミング）を即興で行い音楽や映像をリアルタイムで生成 

 するパフォーマンスです。楽器を演奏するようにプログラミングを行います。このワークショップでは「 

 Strudel」というWebブラウザ上で使用可能なライブコーディング環境を使用してライブコーディングの入門的な 

 内容を紹介します。 

 田所 淳 
 ライブコーダ／クリエイティブコーダ／前橋工科大学准教授／東京藝術大学非常勤 

 講師／慶應義塾大学非常勤講師。1972年生まれ。アルゴリズムを用いた音の合成に 

 よる音楽作品の制作や、ライブコーディングによる音と映像による即興演奏を行 

 う。近年では大型映像を用いたインタラクティブなインスタレーションや没入型 

 ドームスクリーンを用いたオーディオビジュアル作品を発表している。大学では 

 TouchDesigner、openFrameworks、p5.js、Sounic Pi、TidalCyclesなどを用いたクリ 

 エイティブコーディングやライブコーディングについて講義を行っている。講義資 

 料はWebサイト（https://yoppa.org/）で公開され、多くの学生やクリエイターに利 

 用されている。著書に「Beyond Interaction[改訂第3版] クリエイティブ・コーディン 

 グのためのopenFrameworks実践ガイド」「演奏するプログラミング、ライブコーディングの思想と実践 ―Show Us Your 

 Screens」など。 
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 からだの即錯ワークショップ 

 / 小鷹研理 
 日時：10/21（Sat）14:30-15:30、10/22（Sun）12:30-13:30 

 会場：松雲亭 

 参加費：500円  ※「科学と芸術の丘」エキシビションのチケットが必要です。 

 定員：各回約15名 

 対象：小学生以上  ※小学生低学年の方は、保護者さまと一緒にご参加ください 。 

 ２人１組となって、特別な道具を使わずに、身体の各部の「かたち」や「自分のものと感じられる感覚」をさま 

 ざまに変えてしまう「からだの錯覚」を一緒に体験していきます。人の手が自分の手になったり、自分の手足か 

 ら感覚が失われたり、指や耳たぶが伸びたり、離れている手と手がくっついたり、、さまざまな錯覚体験を通じ 

 て、現実が本来内包している「懐の深さ」を体感していきましょう。 

 小鷹研理 
 1979年生。名古屋市立大学芸術工学研究科准教授。工学博士。「からだの錯覚」を 

 通じてミニマルセルフを探究する「小鷹研究室as 注文の多いからだの錯覚の研究 

 室」を主宰。研究室の錯覚は、2019年よりBest Illusion of the Year Contestに4年連続 

 入賞。「からだは戦場だよ2018Δ　ボディジェクト思考法」（岐阜・柳ヶ瀬）、 

 「名古屋電映博2022　人体の幾何学的転回」（名古屋・栄）など多数の体験型展示 

 を企画。近年、「頭部解放宣言」（NTT ICC、2021）、「わたしのからだは心にな 

 る？」（SusHI Tech Square、2023）など、首都圏で開催される展示にも研究室とし 

 て参加。野島久雄賞（認知科学会）、Best XR Content Award（Siggraph Asia）、審 

 査委員会推薦作品（文化庁メディア芸術祭）など受賞。 
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 #トークプログラム 
 科学、芸術、自然について考える対話を実践します。 

 会場：戸定邸、オンライン同時配信あり 

 *全プログラムをYouTubeにて配信します。 

 科学と芸術の丘 YouTube　  https://www.youtube.com/channel/UCHi9PHy_eO5azkHolASEWFw 

 参加方法：戸定邸現地観覧はチケット必要、要予約。オンライン視聴はチケット・予約ともに不要 

 10/21（Sat） 

 オープニングトーク  / 11:00〜11:15 

 Speaker  　  本郷谷健次 × 清水陽子 × 尾形一枝 × 関口智子 

 本郷谷健次  （松戸市長） 

 松戸市長。昭和23年生まれ。東京大学経済学部卒業後、新日本製鐵株式会社に入社。その後、中央 

 青山監査法人、監査法人トーマツにてコンサルタント業務を経て、平成18年11月から松戸市議会議員 

 を務める。平成22年7月から松戸市長に就任。 

 清水陽子  （Ars Electronica Futuerlab Key Researcher & Artist  ） 

 アルスエレクトロニカ・フューチャーラボの研究員でアーティスト。生物学と化学のバックグラウ 

 ンドを持つ。企業のクリエイティブディレクター及びコンサルタントとしてキャリアをスタート 

 し、その後に自身のラボを立ち上げ、科学と芸術を融合した革新的な技術やインスタレーションを 

 開発し、世界中の企業、行政機関、ミュージアム、大学と協業。クリエイティブな街づくりや都市 

 開発のプロジェクトにもディレクターやアドバイザーとして参画。国際イベント、会議、教育機関 

 での講演も行う。 

 *Art & Government 〜あそびと創造性〜にも登壇 

 尾形一枝  （戸定歴史館 館長） 

 松戸市教育委員会 生涯学習部 文化財保存活用課 戸定歴史館長。旅行情報誌やポータルサイトの企 

 画・ディレクターを経て、2012年より松戸市役所。広報・シティプロモーション・文化観光国際担 

 当を経て、2022年より戸定歴史館。国の重要文化財・戸定邸と国指定名勝の庭園を未来につなぐた 

 め、文化財の価値の保存と、その魅力をいかした活用、戸定邸を建てた徳川昭武の視点や発想を現 

 代にいかすことに取り組んでいる。 

 関口智子  （科学と芸術の丘 総合ディレクター／一般社団法人ゼロファクトリアル代表理事） 

 科学と芸術の丘2021を運営する０！で2020年よりディレクターを務める。前職ではサイトやWebコン 

 テンツ等のディレクターとしてプロジェクトマネジメントの経験を積んだ後、表現をする人を応援 

 したいというモチベーションから独立。omusubi不動産 企画広報チーム・マネージャーとして参 

 画。omusubiではジャズ担当。 
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 アーティストトーク  / 12:00〜12:40 

 Speaker  　  齋藤帆奈 

 齋藤帆奈  （現代美術作家） 

 現代美術作家。1988年生。多摩美術大学工芸学科ガラスコースを卒業後、metaPhorest 

 (biological/biomedia art platform)に参加し、バイオアート領域での活動を開始。現在は東京大学大 

 学院学際情報学府博士課程に在籍（筧康明研究室）。理化学ガラスの制作技法によるガラス造形 

 や、生物、有機物、画像解析等を用いて作品を制作しつつ、研究も行っている。近年では複数種の 

 野生の粘菌を採取、培養し、研究と制作に用いている。主なテーマは、自然/社会、人間/非人間の 

 区分を再考すること、表現者と表現対象の不可分性。 

 【Talk Session】Art & Government 〜あそびと創造性〜  / 13:30〜14:20 

 Speaker  　井之浦太郎 × 清水陽子 × 殿塚 建吾  *清水陽子プロフィールは上記「オープニングトーク」を参照 

 井之浦太郎  （松戸市経済振興部審議監） 

 昭和42年生まれ、平成4年松戸市役所入庁、令和5年より松戸市経済振興部審議監着任。 

 殿塚建吾  （科学と芸術の丘統括プロデューサー／omusubi不動産代表取締役） 

 1984年千葉県生まれ。震災後、地元・松戸に戻りまちづくりプロジェクト「MAD City」に参画す 

 る。2014年4月に独立し、おこめをつくる不動産屋「omusubi不動産」を設立。築60年の社宅をリノ 

 ベーションした「せんぱく工舎」など多くのシェアアトリエを運営。DIY可能物件の管理戸数日本一 

 になる。2018年より松戸市にて国際芸術祭「科学と芸術の丘」を開催。2020年4月に下北沢BONUS 

 TRACKに参画。空き家をつかったまちづくりと田んぼをきっかけにした入居者との暮らしづくりに 

 取り組んでいる。 

 アーティストトーク  / 15:00〜15:45 

 Speaker  　  Verena Friedrich 

 Verena Friedrich  （アーティスト / ケルン・メディア・アート・アカデミー（KHM）助  教授） 

 ヴェレーナ・フリードリッヒ（デンマーク）は、アーティストであり、ケルン・メディア・アー 

 ト・アカデミー（KHM）の助教授でもある。彼女の時間ベースのインスタレーションは、有機 

 的、電子的、彫刻的なメディアを融合させ、テクノロジーの介入と制御の可能性と限界を探求し 

 ている。彼女の作品は、世界中の展覧会、メディア・アート・フェスティバル、カンファレンス 

 で紹介されている。これまでに、EMARE助成金、クンストフォンド基金からの作品制作費、カー 

 ルスルーエ・アート・アンド・メディア・センター（ZKM）の科学と芸術のための国際メディア 

 賞など、いくつかの賞を受賞している。 
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 10/22（Sun） 

 アーティストトーク  / 11:30〜12:15 

 Speaker  　  Winnie Soon 

 Winnie Soon  （アーティスト / コーダー） 

 ウィニー・スーンは、香港生まれのアーティスト・コーダーであり、強大な権力の非対称性に取り 

 組むデジタル・インフラストラクチャーの文化的影響に関心を持つ研究者。フリー＆オープンソー 

 ス・カルチャー、その他のコーディング、芸術的／技術的マニュアル、デジタル検閲、マイナー・ 

 テクノロジーといったテーマに取り組んでいる。作品は、美術館、ギャラリー、フェスティバル、 

 分散型ネットワーク、論文、オルタナティブな文書形式などで発表されている。ウィニーは、 

 Software Studies Book Series（MIT Press）の共同編集者であり、研究プロジェクトDigital Activism 

 の共同研究代表者、British Digital Art Networkの共同研究リーダーでもある。また、ロンドン芸術大 

 学のCreative Computing Instituteコースのリーダー、オーフス大学の准教授（休職中）。 

 詳細：  www.siusoon.net 

 アーティストトーク  / 13:00〜13:40 

 Speaker  　  津野青嵐 

 津野青嵐 
 1990年生まれ。看護大学を卒業後、精神科病院で約5年間勤務。学生時代より自身や他者への装飾 

 を制作し発表。病院勤務と並行して山縣良和主宰のファッションスクール「coconogacco」で学 

 ぶ。2018年欧州最大のファッションコンペ『ITS』にて日本人唯一のファイナリストに選出され、 

 3Dペンで作った服が注目される。2019年10月より、新たなファッション表現の可能性を探りに“当 

 事者研究”発祥の地である北海道“浦河べてるの家”（精神障害当事者等の地域活動拠点）へ勤務 

 し、リサーチと制作を行う。2021年10月より東京工業大学修士課程入学。伊藤亜紗教授の研究室で 

 学びながら、「ファット」な身体との付き合い方を、衣服の共同制作を通して研究中。 

 アーティストトーク  / 14:30〜15:20 

 Speaker  　  Alexandra Daisy Ginsberg 

 Alexandra Daisy Ginsberg  （アーティスト） 

 アレクサンドラ・デイジー・ギンズバーグは、自然やテクノロジーと私たちの危うい関係を考察 

 する、学際的なアーティストである。人工知能、合成生物学、自然保護、進化など多様なテーマ 

 を通して、世界を「より良く」しようとする人間の衝動を探求している。彼女の作品はシカゴ美 

 術館、クーパー・ヒューイット国立デザイン美術館、カールスルーエ・アート・アンド・メディ 

 ア・センター（ZKM）などに収蔵されている。2022年、花粉媒介者のための生きたアート作品シ 

 リーズ「Pollinator Pathmaker」を立ち上げ、世界最大のクライメートポジティブなアート作品を 

 作りたいという長期的な願いのもと、実際に人間によって植物を植え、手入れしている。2023年4 

 月、トレド美術館で米国初の個展「Machine Auguries:Toledo」を開催。 
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 参加チケット 
 メイン会場・戸定が丘歴史公園・戸定邸・松雲亭でのエキシビジョン、トーク、ワークショップ（*別途500円必 

 要）にご参加いただけます。（別途要予約、先着順） 

 #料金 
 一般：  1,000円 

 高校生・大学生：  900円 

 松戸市市民割：  500円  （在住/在勤/在学の方）＊要証明書提示 

 中学生以下：  無料 
 ＊一般、高校生・大学生の当日券は各500円増し 

 #取扱い 
 Peatixよりご購入ください。当日、戸定邸入口前【総合受付】にてお受付いたします。なお、トーク・ワーク 

 ショップは、チケット購入後にご案内するPeatixのURLにて10/1（日）より事前予約を開始いたします。 

 10/21（土）チケット　  https://science-art-matsudo20231021.peatix.com/ 

 10/22（日）チケット　  https://science-art-matsudo20231022.peatix.com/ 

 《販売期間》開催日前日の16:30まで 

 < 備考 > 

 ＊チケットは当日のみ有効 

 ＊原則として、お客様都合によるお申込み後のキャンセルおよび返金はお受けしておりません。 

 ＊チケット代金以外の手数料等はご返金対象とはなりませんのでご了承ください。 

 #ステートメント 

 Seeds of Hope 〜ここで、あそぶ時間〜 
 誰もがインターネットにアクセスし、大量の情報に溢れている現代で、真偽不明の情報に私たちは常に触れてい 

 ます。このような時代に「真実」というものはあるのでしょうか。 

 「科学と芸術の丘」は2018年から、市民が主体となって立ち上げ、活動を続けてきました。 

 創造的な松戸の市民たちが欲しい未来を自ら創るため、草の根的な活動の重なりの結果に街が形作られてきまし 

 た。そのどれもが、市民一人ひとりのそれぞれの信念に基づく「真実」の表現であり、唯一の「真実」と言うも 

 のは存在しないことを認め合うことが必要です。 

 今年は、その未来を創る「希望の種」を蒔くため、「あそび」という素直で大きな力を原動力に持つテーマを掲 

 げました。 

 子どもにとって、世界は発見の宝箱です。 

 遊ぶことは「これはなんだろう」とわからないものについて考える想像力と、「やってみよう」という反射的な 

 創造性が交差する時間に思えます。 

 真実はもしかしたら、「あそび」の中で常に揺れ動き、不意に出会ってしまうものなのかもしれません。 
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 今年、松戸市は市制施行80周年、また千葉県誕生150周年の節目の年です。千葉県・松戸という、先人たちが育 

 ててきた土壌を私たちが受け継ぎ、いま、ここで失敗を恐れず新しいことに挑戦できる「遊び場」として、まち 

 を耕し未来の社会のための希望の種を植えてみよう、というメッセージを込められたら。 

 科学と芸術の丘2023では、真実への問いに対して多面的な希望を見出す世界中のアーティスト、研究者、市民の 

 プロジェクトを体験する特別展覧会、トーク、ワークショップ、マルシェ、街のカタリスト（触媒となる人、モ 

 ノ、企画）を通じて未来の社会について考えます。さらに私たちは丘から川、街なかへと「あそび場（ 

 playground）」を広げ、未来に向けて発芽する希望の種を蒔いて行きます。 

 さあ、このまちで、一緒にあそびましょう。 

 《科学と芸術の丘》 

 科学と芸術の丘は、創造性豊かな“クリエイティブ・シティまつど”を目指 

 し、クリエイターやアーティストが活躍できるまちづくりを掲げた松戸市と 

 共に、市民主体のイノベーション・プラットフォームとして、世界的なモデ 

 ルケースとなるような都市への変革を目指しています。 
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 《  開催概要》 
 名称：科学と芸術の丘 2023 

 日時：＜本祭＞2023年10月21日（土）10:00 〜 16:30 、22日（日）10:00 〜 16:00 

 会場：千葉県松戸市（戸定が丘歴史公園、戸定邸、松雲亭、江戸川河川敷、松戸市内店舗 ） 

 *トーク、ワークショップなどへの参加は別途予約が必要です。 

 URL：  https://science-art-matsudo.net/ 

 < メイン会場：戸定が丘歴史公園、戸定邸、松雲亭 > 

 開催期間： 2023年10月21日（土）〜10月22日（日） 

 会場：戸定が丘歴史公園・戸定邸・松雲亭（〒271-0092 松戸市松戸714番地の1） 

 料金：一般 1,000円、高校生・大学生 900円、松戸市市民割 500円（在住/在勤/在学の方）、中学生以下 無料  　 

 　　　＊一般、高校生・大学生の当日券は500円増し 

 プログラム：エキシビジョン、トーク、ワークショップ　他 

 出展アーティスト：Alexandra Daisy Ginsberg、Verena Friedrich、Winnie Soon、津野青嵐、齋藤帆奈 

 トーク登壇者：本郷谷健次、清水陽子、齋藤帆奈、Verena Friedrich、Winnie Soon、津野青嵐、Alexandra Daisy 

 Ginsberg、井之浦太郎、尾形一枝、殿塚建吾、関口智子 他 

 ワークショップ講師：名古屋市立大学 芸術工学研究科情報環境デザイン領域 小鷹研理、前橋工科大学工学部総 

 合デザイン工学科 准教授 田所 淳、千葉大学園芸学部応用昆虫学 野村昌史研究室 

 主催：松戸市、科学と芸術の丘実行委員会 

 企画運営：科学と芸術の丘実行委員会、丘のマルシェ実行委員会 

 協力：Ars Electronica（アルスエレクトロニカ）、European Union Prize for Citizen Science（founded by the 

 European Union / IMPETUS project）、名古屋市立大学 芸術工学研究科情報環境デザイン領域 小鷹研究室、千葉 

 大学園芸学部 応用昆虫学野村研究室 

 特別協力：松戸シティガイド 

 後援：JOBANアートライン協議会、松戸商工会議所、一般社団法人松戸市観光協会、公益財団法人松戸市文化 

 振興財団、公益財団法人松戸市国際交流協会、松戸市教育委員会 

 協賛：京葉ガス株式会社、プラーレ松戸、株式会社千葉銀行、株式会社千葉興業銀行、東京ベイ信用金庫 

 助成：令和5年度 文化庁 文化芸術創造拠点形成事業、千葉県誕生150周年記念事業補助金 

 本件に関するお問い合わせ 
 科学と芸術の丘 事務局　担当：小仲 
 e-mail：pr@science-art-matsudo.net / 電話：047-712-1593（松戸市にぎわい創造課・ 文化スポーツ振興担 
 当室内 平日10:00〜17:00） 

 ＊広報用画像はこちらよりダウンロードください ▷▶  　 
 https://drive.google.com/drive/folders/1LXGW9JKhtu__uDwBnEK19hKKXpPl4ZZc?usp=drive_link 
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